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chondr i te  

（炭素質コンドライト Acfer  094 隕石における宇宙シンプレクタイトの系統的な特徴付け） 

	
 

博士学位論文審査等の結果について（報告）	
 

	
 

	
 	
 始原的な隕石構成物の酸素同位体組成は，質量に依存しない“酸素同位体異常”を示す

ことが知られている。この酸素同位体変動は，1 6 O-r ich と 1 7 , 1 8 O-r ich の同位体的に異なる二
つの端成分の混合によって生じると考えられている。従って，これらの端成分物質の特定は，

太陽系の酸素同位体進化および物質進化を明らかにするための重要な鍵とされてきた。
1 6 O-r ich な端成分の組成は，太陽やいくつかの高温凝縮物の組成によって制約されていたが，
1 7 , 1 8 O-r ich な端成分については，最近までその物質が特定されていなかった。炭素質コンド
ライト Acfer  094 隕石マトリックス中から発見された宇宙シンプレクタイト（COS）は，鉄
ニッケル硫化物と 1 7 , 1 8 O-r ich なマグネタイト（Δ 1 7 O  ~  90‰）から成る微細結晶集合体であ
り，原始惑星系円盤の外側で鉄ニッケル金属又は硫化物が 1 7 , 1 8 O-r ich な水蒸気によって酸化
されて形成したことが示唆されている。COS の発見以降，始原的な炭素質コンドライト隕石
や惑星間塵，彗星サンプル等から COS と類似しているとされる物質がいくつか報告されて
いるものの，COS 自体の鉱物学的・岩石学的な産状・特徴については未だに乏しい状況にあ
る。  
	
 	
 本論文では，Acfer  094 隕石において，FE-SEM-EDS を用いた化学組成による COS の
系統的な探索を行い，合計 300 個以上もの COS 粒子を同定できた。さらに，同定された多
数の COS 粒子の研究から得られた COS の典型的な産状や化学組成変動と先行研究で提案さ
れている COS 形成シナリオとの比較を行うことで，COS の起源を明らかにした。  
	
 	
 COS の産状の観察結果は，COS が原始惑星系円盤の外側で鉄ニッケル金属又は硫化物
が 1 7 , 1 8 O-r ich な水蒸気によって酸化されて形成したという先行研究の形成プロセスと調和
的であった。しかしながら，COS の化学組成変動は，COS 前駆の鉄ニッケル硫化物の単純
な酸化プロセスでは説明することができない。COS 前駆の鉄ニッケル硫化物は，様々な Ni
含有量を持ち，その約 75%が酸化されてマグネタイトを形成したことが示された。COS 粒子
間で COS 前駆の鉄ニッケル硫化物が同じような酸化度合いを示すことから，COS 形成はあ
る一定の酸素フガシティ環境下で起こったことが明らかとなった。  
以上を要するに，著者は，COS の系統的な特徴付けを行い，先行研究によって提案さ

れていた形成プロセスを裏付け，さらに発展させることに成功した。COS の起源を明ら
かにすることにより，初期太陽系円盤における 1 7 , 1 8 O-r ich な物質の進化過程が解明でき
る可能性が出てきた。原始惑星系円盤の進化研究に対してその貢献するところ大なるも

のがある。  
	
 	
 よって著者は，北海道大学博士（理学）の学位を授与される資格あるものと認める。  


